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コメント 

 本研究は、統計データだけではなく広範囲な分野で得られる
観測データから、データ科学において今まで捉えられていなか
った潜在要因の統⼀的な指標を構築し、新しい潜在要因抽出法
を提案することを⽬的としている。本研究で構築しようとして
いる理論や開発⼿法は、新規性や独創性が⾼く、⾰新的である。
指標の定め⽅など難しい課題を含んでいるが、応募者のこれま
での優れた研究活動で得られた知⾒を基に、有⽤な研究成果が
得られる可能性が⾼い。また、広範囲な観測データを対象とし
ていることから、ビックデータの時代において、広い学術的分
野への波及効果も期待できる。 
 

  
 
 

  


